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発 議 １件

○県議会議員の議員報酬等に関する条例の一
部を改正する条例

決 議 １件

○2025年国際博覧会の大阪・関西への誘致に
関する決議

意見書 ４件

○卸売市場法の見直しを丁寧に行うことを求
める意見書

○介護福祉施策の充実を求める意見書
○参議院議員選挙制度改革に関する意見書
○森林環境税 仮称 の早期創設を求める意見
書

可決・同意した
知事提出議案 件

○平成 年度宮城県一般会計補正予算
○核燃料税条例
○国民健康保険法に基づく国民健康保険保険
給付費等交付金の交付に関する条例

○自然環境保全条例等の一部を改正する条例
○通訳案内士法施行条例の一部を改正する条
例

○飲食店等営業に係る不当な勧誘、料金の取
立て等の防止に関する条例の一部を改正す
る条例 ほか

採択した請願 ３件

○「農業競争力強化プログラム」に基づく卸
売市場法の抜本的な見直しについて、政府
及び国会に再考を促す意見書の提出を求め
ることについて

○私学助成増額について
○私立高等学校等への助成強化に関すること
について

又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又俣
末
末
末
末迄 又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又 沫

末
末
末
末

抹
※議案等に対する各議員の表決状況につい

ては、県議会ホームページに掲載している

ほか、議会図書室で閲覧できます。

編集・発行 宮城県議会広報委員会
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平成 年
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●ホームページのご案内

定例会の日

程や会議録、

議会中継等を

ご覧いただけます。

若者との意見交換会
より県民に開かれた議会を目指すととも

に、若者の議会への理解と関心を高め、議

会を身近に感じていただくことを目的に、

「若者と宮城県議会議員との意見交換会」

を平成 年 月 日に開催した。県議会庁

舎を会場に、県内在住の若者 人が参加し、

「宮城の未来・私の願い」をテーマに若者

が意見を発表した後、議員と活発な意見交

換を行った。意見交換の中で出された提言

等は、県議会内で情報を共有し今後の議会

活動に生かしていく。また、議会改革推進

会議の最終報告書において、この意見交換

会の結果を踏まえ、今後も県民等との意見

交換会に取り組んでいくべきであるとの報

告があった。

副議長就任あいさつ

●ラウンジコンサート

県議会では、年４回の定例会開会日に

「ラウンジコンサート」を開催しています。

入場は自由ですので、ぜひご来場ください。

◇次回コンサートの開催予定

・日時／平成30年２月15日 木 午後０時

15分～45分

・場所／県議会庁舎１階ラウンジ

・出演／柏崎祐子 ピアノ弾き語り

◇コンサート出演者募集

・時期／平成30年６月、９月

・条件／無料出演 ピアノ以外の楽器は

持ち込み 演奏ジャンル、プロ、アマ

チュアなど資格は問いません。

・締切／平成30年２月８日 木 必着

・詳細はホームページをご覧ください。

●傍聴のご案内

本会議、各委員会は手続きの上、傍聴で

きます。▽お問い合わせ先 宮城県議会事

務局総務課ＴＥＬ022（211）3571
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⊃⊂⊂⊂⊂
みやぎ県議会だより への

ご意見・ご感想をお寄せください
宮城県議会事務局政務調査課

〒980－8570

仙台市青葉区本町３丁目８番１号

290222113592 宰0222113598

メール

只
野
九
十
九
副
議
長

意
見
交
換
会
に
参
加
し

た
若
者
と
議
員

月定例会開会日に、

只野九十九議員が副議長

に選任され、就任のあい

さつを行った。

只野副議長は「我が県

に未曽有の被害をもたら

した東日本大震災から６

年８カ月が経過した。今年度は、宮城県震

災復興計画における『再生期』の最終年度

であり、来年度からの『発展期』を迎える

重要な局面である。このような時期に副議

長という重責を担うことに対し、改めて身

の引き締まる思いがしている。今後は中島

議長を支え、厳正公平な議会運営に努め、

副議長の責務を全うしてまいりたいと思

う。また、議会改革についても、これまで

の流れをとめることなく、引き続き着実に

推進してまいりたい」と語った。

●議会中継のご案内 スマー

トフォンやタブレット端末で議

会中継をご覧いただけるように

なりました。ＱＲコードのアク

セスはこちらから

県議会からのお知らせ

第
３
６
２
回
宮
城
県
議
会
（

月
定
例
会
）
は
、
平
成

年

月

日
か
ら

月

日
ま
で

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

月
の
知
事
選
後
、
初
め
て
の
定
例
会
と
な
っ
た
。
３
２
３
億
８
１
０
０
万
円
を
追
加
す
る

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な

ど

件
を
原
案
通
り
可
決
。
辞
任
し
た
長
谷
川
洋
一
前
副
議
長
の
後
任
に
只
野
九
十
九
議
員
を
選
出
し
た
。
一
般
質
問
で
は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
や
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
廃
棄
物
の
処
理
、
産
業

振
興
な
ど
を
巡
り
、
活
発
に
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。
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⊃

質
問
者
と
主
な
質
問
項
目

○
一
般
質
問
（

人
）

▽
仁
田
和
廣
（
自
由
民
主
党
・

県
民
会
議
）
４
期
目
の
抱
負
に
つ

い
て
、
観
光
振
興
に
つ
い
て
、
河

川
対
策
に
つ
い
て
、
港
湾
の
振
興

計
画
に
つ
い
て
▽
遠
藤
い
く
子

（
日
本
共
産
党
宮
城
県
会
議
員
団
）

知
事
選
の
論
戦
と
少
人
数
学
級
に

つ
い
て
、
突
然
浮
上
し
た
指
定
廃

棄
物
処
分
に
つ
い
て
、
女
川
原
発

再
稼
働
に
つ
い
て
、
被
災
者
の
生

活
再
建
に
つ
い
て
、
富
県
戦
略
に

つ
い
て
、
政
府
の
方
向
性
を
先
取

り
・
追
随
す
る
知
事
の
姿
勢
に
つ

い
て
▽
菅
間
進
（
無
所
属
の
会
）

上
工
下
水
一
体
化
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
、
創
造
的
復
興
の
方

向
性
に
つ
い
て
▽
庄
田
圭
佑
（
自

由
民
主
党
・
県
民
会
議
）
消
費
者

教
育
の
強
化
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
つ
い
て

▽
佐
々
木
賢
司
（
自
由
民
主
党

・
県
民
会
議
）
三
本
木
県
有
地
の

利
活
用
策
に
つ
い
て
、
教
育
現
場

の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
関
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て

▽
境
恒
春
（
み
や
ぎ
県
民
の
声
）

災
害
公
営
住
宅
の
家
賃
軽
減
に
つ

い
て
、
気
仙
沼
市
が
抱
え
る
復
興

の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
介
護
人
材

確
保
対
策
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
県
の
産
業
振
興
に
つ
い

て
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
地
震
へ
の

支
援
に
つ
い
て
▽
深
谷
晃
祐
（
自

由
民
主
党
・
県
民
会
議
）
宮
城
県

の
健
康
施
策
推
進
に
つ
い
て
、
特

別
史
跡
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て

▽
三
浦
一
敏
（
日
本
共
産
党
宮
城

県
会
議
員
団
）
牡
鹿
半
島
・
金
華

山
の
活
性
化
と
鳥
獣
対
策
に
つ
い

て
、
放
射
能
汚
染
廃
棄
物
焼
却
問

題
等
に
つ
い
て
、
仙
台
松
島
道
路

の
無
料
化
に
つ
い
て
、
上
工
下
水

一
体
み
や
ぎ
方
式
の
問
題
点
に
つ

い
て
、
入
札
問
題
に
つ
い
て

▽
横
山
隆
光
（
自
由
民
主
党
・

県
民
会
議
）
村
井
知
事
の
４
期
目

に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ

い
て
、
高
齢
者
福
祉
施
設
に
つ
い

て
、
宮
城
オ
ル
レ
に
つ
い
て
、
鳥

獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
▽
佐
藤
光

樹
（
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
）

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
、
産
業
政
策
に
つ
い
て
、
若
者

の
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
率
に
つ
い

て
、
塩
釜
地
区
に
お
け
る
港
湾
及

び
道
路
事
業
に
つ
い
て
▽
坂
下
賢

（
み
や
ぎ
県
民
の
声
）
知
事
の
政

治
姿
勢
に
つ
い
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
策
に
つ
い
て
、
水

産
業
振
興
に
つ
い
て
、
産
業
人
材

育
成
に
つ
い
て
、
県
道
整
備
に
つ

い
て
▽
安
藤
俊
威
（
自
由
民
主
党

・
県
民
会
議
）
村
井
県
政
の
次
な

る
産
業
振
興
戦
略
に
つ
い
て

▽
遠
藤
隼
人
（
自
由
民
主
党
・

県
民
会
議
）
我
が
県
の
観
光
行
政

に
つ
い
て
、
県
産
品
販
路
拡
大
に

つ
い
て
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
▽
天
下
み
ゆ
き
（
日

本
共
産
党
宮
城
県
会
議
員
団
）
実

効
性
あ
る
原
子
力
災
害
避
難
計
画

を
求
め
る
、
東
日
本
大
震
災
に
係

る
災
害
援
護
資
金
に
つ
い
て
、
国

保
県
単
位
化
・
住
民
が
払
え
る
保

険
料
へ
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
導
入

で
雇
用
の
安
定
を
、
宮
城
県
の
地

方
再
生
目
指
し
て
▽
藤
倉
知
格

（
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
）
慶

長
使
節
船
復
元
船
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
県
・
仙
台
市
の
共

同
連
携
に
よ
る
統
合
ホ
ー
ル
に
つ

い
て
、
指
定
廃
棄
物
処
理
等
の
方

針
転
換
に
つ
い
て
▽
横
山
の
ぼ
る

（
公
明
党
県
議
団
）
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
マ
ナ
ー
の
推
進
と
障
害
者
施
策

に
つ
い
て
、
林
道
二
口
線
の
整
備

と
秋
保
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
、

高
血
圧
予
防
に
つ
い
て
、
在
宅
被

災
者
施
策
に
つ
い
て

恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢

訪
日
外
国
人
旅
行
者
（
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
）
の
誘
致
に
向
け
、

県
が
本
年
度
末
ま
で
に
設
置
を

予
定
す
る
仙
台
空
港
や
松
島
周

辺
の
６
市
３
町
で
の
観
光
地
域

づ
く
り
推
進
法
人
（
日
本
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
）
に
つ
い
て
、
議
員
は
「
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
で
の
環
境

整
備
、
関
係
市
町
へ
の
対
応
は

ど
う
か
」
な
ど
と
質
問
。
経
済

商
工
観
光
部
長
は
「
ア
ク
セ
ス

表
示
の
徹
底
と
滞
在
日
数
増
加

へ
の
取
り
組
み
を
優
先
さ
せ

る
。
地
域
観
光
商
品
の
造
成
な

ど
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
活
躍
す
る
こ
と

で
地
域
が
稼
げ
る
仕
組
み
作
り

に
取
り
組
む
」
と
答
え
た
。

気
仙
沼
市
唐
桑
な
ど
、
県
内

３
カ
所
で
コ
ー
ス
整
備
が
進
む

韓
国
版
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

「
オ
ル
レ
」
に
も
質
問
が
相
次

い
だ
。
議
員
は
「
コ
ー
ス
を
県

内
各
地
に
広
げ
ら
れ
な
い
か
。

整
備
や
管
理
運
営
面
へ
の
民
間

参
画
の
仕
組
み
も
必
要
で
は
な

い
か
」
な
ど
と
提
案
し
た
。

コ
ー
ス
開
設
に
つ
い
て
知
事

は
「
市
町
村
に
先
行
事
例
を
示

し
、
意
欲
を
確
認
し
な
が
ら
、

新
た
な
コ
ー
ス
設
定
に
取
り
組

み
た
い
」
と
述
べ
た
。
民
間
参

画
に
は
経
済
商
工
観
光
部
長
が

「
韓
国
で
先
例
が
あ
る
。
機
運

醸
成
に
努
め
る
」
と
し
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
増
に

向
け
議
員
は
「
東
ア
ジ
ア
主
体

の
従
来
の
取
り
組
み
に
加
え
、

欧
米
の
富
裕
層
に
狙
い
を
絞
っ

た
戦
略
的
な
対
策
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
」
と
質
問
。

知
事
は
「
現
行
の
取
り
組
み
に

加
え
、
欧
米
の
旅
行
博
へ
の
出

展
や
海
外
の
旅
行
会
社
へ
の
働

き
か
け
な
ど
欧
米
富
裕
層
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
戦
略
的
取
り

組
み
も
検
討
し
て
い
く
」
と
施

策
強
化
の
方
針
を
示
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
災
害
公
営

住
宅
で

年
度
以
降
、
低
所
得

者
を
対
象
と
し
た
国
の
家
賃
補

助
が
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
員
か
ら
は
「
年

金
受
給
者
も
多
く
、
負
担
増
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
。
安
心
し

て
継
続
入
居
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。
延
長
に
向
け
た
取

り
組
み
は
ど
う
か
」
と
質
問
が

あ
っ
た
。

土
木
部
長
は
「
延
長
に
つ
い

て
国
に
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

国
か
ら
は
『
（
延
長
は
）
厳
し

い
』
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い

る
」
と
現
状
を
説
明
。
「
市
町

と
の
意
見
交
換
な
ど
を
続
け
、

新
た
に
家
賃
低
減
を
検
討
す
る

市
町
に
対
し
て
は
、
制
度
設
計

に
つ
い
て
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
く
」
と
し
た
。

震
災
被
災
者
に
市
町
村
が
融

資
し
た
災
害
援
護
資
金
の
返
済

へ
の
対
応
を
求
め
る
声
も
あ
っ

た
。
議
員
は
「
市
町
村
に
相
談

窓
口
を
設
け
、
返
済
が
厳
し
い

人
に
早
期
相
談
を
働
き
掛
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
。

さ
ら
に
「
阪
神
大
震
災
の
被
災

自
治
体
で
は
、
少
額
償
還
を
認

め
、
返
済
期
限
を
越
え
て
も
延

滞
金
を
課
さ
な
か
っ
た
」
と
し

て
同
様
の
措
置
を
求
め
た
。

相
談
窓
口
に
つ
い
て
保
健
福

祉
部
長
は
「
各
市
町
村
で
日
常

的
に
個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

早
期
相
談
の
周
知
に
つ
い
て
助

言
し
て
い
く
」
と
答
弁
。
少
額

償
還
に
つ
い
て
は
「
市
町
村
担

当
者
会
議
に
お
い
て
市
町
村
の

判
断
で
実
施
可
能
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

在
宅
被
災
者
に
つ
い
て
議
員

は
「
支
援
が
行
き
届
い
て
い
な

い
。
県
震
災
復
興
計
画
は
来
年

度
、
発
展
期
に
入
る
。
知
事
の

決
意
は
ど
う
か
」
と
質
問
。
知

事
は
「
震
災
か
ら
７
年
近
く
が

経
過
し
、
高
齢
化
や
介
護
の
問

題
な
ど
被
災
者
が
抱
え
る
課
題

は
多
様
化
し
て
い
る
。
被
災
者

の
声
に
耳
を
傾
け
、
被
災
市
町

と
連
携
し
て
全
力
で
取
り
組

む
」
と
力
を
込
め
た
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
で
発
生
し
た
国
の
基
準
（
１

㌕
当
た
り
８
０
０
０

）
を
超

え
る
指
定
廃
棄
物
を
巡
っ
て
は

国
の
処
分
場
整
備
計
画
の
変
更

を
国
に
提
案
す
る
意
向
を
示
し

た
知
事
の
真
意
を
た
だ
し
た
。

議
員
は「
知
事
は
従
来
、『
指

定
廃
棄
物
の
処
理
は
国
が
決
め

た
こ
と
で
、
県
は
方
針
を
変
更

で
き
な
い
』
と
繰
り
返
し
て
き

た
が
、
（

月
の
）
知
事
選
第

一
声
で
方
針
転
換
す
る
発
言
を

し
た
。
な
ぜ
変
わ
っ
た
の
か
」

と
質
問
し
た
。

知
事
は
「
指
定
廃
棄
物
の
処

理
は
国
の
責
任
で
行
う
も
の
。

（
発
言
は
）
あ
く
ま
で
私
個
人

の
考
え
方
と
し
て
述
べ
た
も

の
」
と
説
明
。
「
基
準
以
下
の

農
林
業
系
廃
棄
物
の
処
理
に
め

ど
が
つ
く
こ
ろ
に
は
、
長
期
間

保
管
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
指
定
廃
棄
物
の
量
も
減
り
、

最
終
処
分
場
を
造
ら
な
い
と
い

う
選
択
肢
も
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
を
お
話
し

し
た
」
と
答
弁
し
た
。

議
員
は
「
１
㌕
当
た
り
８
０

０
０

以
下
の
農
林
業
系
廃
棄

物
処
理
の
現
状
は
ど
う
か
」
と

質
問
。
知
事
は
「
年
内
の
試
験

焼
却
開
始
を
目
指
し
た
が
、
市

町
村
の
準
備
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
年
明
け
の
な
る
べ
く
早
い

時
期
に
開
始
で
き
る
よ
う
調
整

を
図
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
。
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椋
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椋
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椋
椋
椋
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◎ 橋伸二 自民 ○村上智行 自民 坂下 賢 県民の声
境 恒春 県民の声 福島かずえ 共産 角野達也 共産
伊藤和博 公明 菅間 進（無所属の会）細川雄一 自民
安藤俊威 自民 藤倉知格 自民 中沢幸男 自民

◎佐藤光樹 自民 ○渡辺勝幸 自民 藤原のりすけ 県民の声
坂下 賢 県民の声 岸田清実 社民 角野達也 共産
庄田圭佑 自民 石川光次郎 自民 安藤俊威 自民
中沢幸男 自民

◎佐々木幸士 自民 ○守屋守武 自民 境 恒春 県民の声
高橋 啓 県民の声 内藤隆司 共産 熊谷義彦 社民
吉川寛康 世紀ク 只野九十九 自民 齋藤正美 自民
仁田和廣 自民

◎坂下やすこ 県民の声 ○横山隆光 自民 横山のぼる 公明
天下みゆき 共産 福島かずえ 共産 村上久仁 自民
細川雄一 自民 中山耕一 自民 渡辺和喜 自民

◎佐々木喜藏 自民 ○渡辺忠悦 無所属の会 太田稔郎 県民の声
三浦一敏 共産 庄子賢一 公明 高橋宗也 自民
菊地恵一 自民 長谷川洋一 自民 藤倉知格 自民

◎本木忠一 自民 ○遠藤いく子 共産 すどう哲 県民の声
佐々木功悦 県民の声 中島源陽 無所属 遠藤伸幸 公明
深谷晃祐 自民 長谷川敦 自民 橋伸二 自民
畠山和純 自民

◎伊藤和博 公明 ○遠藤隼人 自民 ゆさみゆき 県民の声
中嶋 廉 共産 大内真理 共産 菅間 進 無所属の会
佐々木賢司 自民 村上智行 自民 安部 孝 自民
相沢光哉 自民

◎吉川寛康 世紀ク ○遠藤隼人 自民 熊谷義彦 社民
境 恒春 県民の声 中嶋 廉 共産 高橋宗也 自民
遠藤伸幸 公明 渡辺忠悦 無所属の会
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委
員
会
構
成
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抹

月
定
例
会
で
は
、
議
会
運
営
委
員
会
や
常
任
委
員
会
等
の
委
員
が
選
任
さ
れ
た
。
ま

た
、
予
算
特
別
委
員
会
の
ほ
か
大
震
災
復
興
調
査
特
別
委
員
会
な
ど
五
つ
の
調
査
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

※
◎
委
員
長

○
副
委
員
長

◎石川光次郎 自民 ○ゆさみゆき 県民の声
12月８日に委員９人による総括質疑を行い その後 各分科会
での審査を経て 平成29年度宮城県一般会計補正予算を可決し
た。
●総括質疑者 村上智行 自民 高橋啓 県民の声 佐々木功悦
県民の声 畠山和純 自民 中嶋廉 共産 庄子賢一 公明 熊谷義
彦 社民 渡辺忠悦 無所属の会 吉川寛康21世紀ク

又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又

◎畠山和純 自民 ○熊谷義彦 社民 藤原のりすけ 県民の声
境 恒春 県民の声 伊藤和博 公明 福島かずえ 共産
大内真理 共産 菅間 進 無所属の会 高橋宗也 自民
守屋守武 自民 村上智行 自民 佐々木喜藏 自民
佐藤光樹 自民 本木忠一 自民 長谷川洋一 自民

◎吉川寛康 21世紀ク ○遠藤伸幸 公明 佐々木幸士 自民
ゆさみゆき 県民の声 天下みゆき 共産 庄田圭佑 自民
深谷晃祐 自民 渡辺勝幸 自民 長谷川敦 自民
安藤俊威 自民

◎藤倉知格 自民 ○角野達也 共産 坂下 賢 県民の声
高橋 啓 県民の声 三浦一敏 共産 渡辺忠悦 無所属の会
横山隆光 自民 橋伸二 自民 石川光次郎 自民
仁田和廣 自民

◎渡辺和喜 自民 ○佐々木功悦 県民の声 坂下やすこ 県民の声
遠藤いく子 共産 内藤隆司 共産 庄子賢一 公明
遠藤隼人 自民 菊地恵一 自民 安部 孝 自民
相沢光哉 自民

◎太田稔郎 県民の声 ○佐々木賢司 自民 中嶋 廉 共産

横山のぼる 公明 岸田清実 社民 村上久仁 自民

細川雄一 自民 中山耕一 自民 中沢幸男 自民

＜会派名略称＞自由民主党・県民会議＝ 自民 みやぎ県民の
声＝ 県民の声 日本共産党宮城県会議員団＝ 共産 公明党県
議団＝ 公明 社民党県議団＝ 社民 無所属の会＝ 無所属の
会 世紀クラブ＝ 世紀ク 無所属＝ 無所属

月定例会の本会議

災害公営住宅

家
賃
低
減

補
助
延
長
求
め
る

⊂⊂⊂⊇
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪∧ ⊂⊂⊂ ∩

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

⊃

オ
ル
レ

Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致

国基準超の指定廃棄物

知事方針変更
真意をただす

産
業
振
興
に

Ａ
Ｉ
活
用
を

企
業
誘
致
で
も
質
問

産
業
振
興
で
は
、
各
種
産
業

分
野
に
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ

ｏ
Ｔ
）
の
活
用
を
求
め
る
声
が

あ
っ
た
。
議
員
は
「
Ａ
Ｉ
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
を
活
用
す
る
新
時
代
の
農

業
ビ
ジ
ョ
ン
は
」
と
質
問
。
知

事
は
「
効
率
的
な
経
営
改
善
や

環
境
制
御
、
水
管
理
の
遠
隔
操

作
な
ど
の
導
入
に
取
り
組
ん
で

い
る
」と
説
明
。「
研
究
機
関
、

民
間
企
業
と
も
連
携
し
、
農
業

が
持
続
的
に
発
展
で
き
る
よ
う

に
努
め
る
」
と
答
え
た
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
議
員
は

「
積
極
的
に
誘
致
し
た
い
産
業

は
ど
の
分
野
か
」
と
知
事
の
見

解
を
求
め
た
。
知
事
は
「
既
に

一
定
の
集
積
が
あ
る
自
動
車
関

連
産
業
や
高
度
電
子
機
械
産
業

は
今
後
も
市
場
拡
大
が
期
待
さ

れ
る
。
航
空
機
産
業
、
医
療
機

器
産
業
な
ど
も
有
望
と
考
え
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

厳
し
い
水
産
業

加
工
業
対
策
は

原
料
調
達
資
金

対
応
引
き
出
す

水
産
業
振
興
で
議
員
は
「
震

災
に
よ
る
風
評
被
害
や
販
路
喪

失
に
加
え
、
漁
獲
高
減
少
に
よ

る
原
材
料
の
高
騰
な
ど
に
あ
え

ぐ
水
産
業
、
加
工
業
の
現
状
認

識
、対
応
は
ど
う
か
」と
質
問
。

知
事
は
「
特
に
水
産
加
工
業
が

厳
し
い
。
人
手
不
足
解
消
の
た

め
の
宿
舎
整
備
や
生
産
性
改
善

へ
の
支
援
を
続
け
る
。
原
料
調

達
の
資
金
面
な
ど
も
含
め
必
要

に
応
じ
対
策
を
検
討
し
て
い

く
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

韓
国
の
禁
輸
措
置
で
厳
し
い

状
況
が
続
く
ホ
ヤ
に
つ
い
て
議

員
は
「
Ｐ
Ｒ
、
試
食
を
首
都
圏

に
加
え
、
米
国
で
も
行
っ
た
。

反
応
は
ど
う
か
」と
質
問
し
た
。

農
林
水
産
部
長
は
「
食
味
に
つ

い
て
の
評
価
は
高
く
、
韓
国
人

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心
に
市
場
開

拓
の
可
能
性
は
高
い
。
関
係
者

一
丸
で
、引
き
続
き
取
り
組
む
」

と
手
応
え
を
口
に
し
た
。


